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中
部
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面
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成
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会
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長

田

中
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比叡山山頂からの日の出

め
に
二
点
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
点
目
は
『
視
点
は
高
く
、
目
線
は
低

く
』
で
あ
り
ま
す
。
教
育
訓
練
や
災
害
派
遣

等
の
任
務
遂
行
に
お
け
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、

常
に
大
所
高
所
か
ら
物
事
を
見
る
視
点
を
持

ち
、
第
一
線
・
現
場
を
中
心
に
位
置
づ
け
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
二
点
目
は
『
地
域
と
と
も
に
』
で
あ
り

ま
す
。
私
達
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は

我
々
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
様
か

ら
ご
理
解
を
頂
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

た
め
私
達
が
勤
務
し
、
生
活
す
る
地
域
を
「

我
が
街
」
と
思
い
大
切
に
し
、
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
は
、

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
一
年
、
皆
様
方
が
御
健
勝
で
幸

多
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸
官
並
び
に
ご

家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
「
か
け
は
し
」
愛
読

者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
度
、
十
二
月
四
日
に
第
四
代
中
部
方

面
混
成
団
長
兼
ね
て
第
三
十
代
大
津
駐
屯
地

司
令
に
着
任
致
し
ま
し
た
武
政
一
佐
で
あ
り

ま
す
。
ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

平
素
よ
り
中
部
方
面
混
成
団
に
対
し
、
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

着
任
に
あ
た
り
私
は
、
「
任
務
の
完
遂
」

を
統
率
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

昨
今
、
陸
上
自
衛
隊
の
地
位
は
益
々
重
要

性
を
増
し
、
わ
が
国
の
防
衛
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
先
の
東
日
本
大
震
災
等
そ
の
役
割
は

幅
広
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
に
お
い
て
も
、
人
を
育

て
る
教
育
訓
練
に
加
え
て
、
防
衛
・
警
備
、

災
害
派
遣
等
の
様
々
な
任
務
を
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
こ
の
統
率
方
針
を
具
現
化
す
る
た
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隣
の
行
動
を
注
視
し
、
そ
う
し
て
さ
ら
に
は

強
い
力
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
、
力
の
あ
る

誇
り
の
あ
る
自
衛
隊
を
近
隣
国
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

日
本
の
平
和
の
た
め
に
働
い
て
頂
く
中
部

方
面
混
成
団
隊
員
の
皆
様
を
、
今
年
も
、
友

の
会
全
員
で
力
強
く
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
本
年
も
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
隊
員
の
皆
様
、

友
の
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
皆
様
、
並
び
に
友
の

会
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
政
治
、
経
済
は
お
ろ
か
、

国
防
に
お
い
て
も
油
断
が
出
来
な
い
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
、
昨
年
に
続
い

て
近
隣
の
国
々
の
様
々
な
動
き
に
目
が
離
せ

な
い
一
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
日
々
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
ら
れ
る
の
も
、

自
衛
隊
の
精
強
な
力
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
精
強
な
力
を
常
に
発
揮
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
作
り
に
も
っ
と
整
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
も
思
い
ま
す
。
常
に
近
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新
年
の
ご
挨
拶

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

一
等
陸
佐

有

浦

隆

新
年
の
ご
挨
拶

第
四
陸
曹
教
育
隊
長

一
等
陸
佐

鈴

木

精

治

新
年
の
ご
挨
拶

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

二
等
陸
佐

猪

股

倫

夫

新
年
の
ご
挨
拶

第
一
一
〇
教
育
大
隊
長

二
等
陸
佐

玉

木

章

二

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
穏
や
か
に
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
四
月
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
四
陸
曹
教
育
隊
隊
長
を
拝
命
し
、
教
育
隊
基

幹
隊
員
の
熱
い
情
熱
と
学
生
の
一
生
懸
命
の
姿
勢
に
接
し
、
日
々
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
『
鬼
手
仏
心
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
四
曹
教
の
教
官･

助
教
は
、
自
衛
官
と
し
て

先
輩
と
し
て
、
敢
え
て
厳
格
な
態
度
や
口
調
で
教
育
を
行
い
、
お
そ
ら
く
学
生
が
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
で
あ
ろ
う
辛
く
苦
し
い
状
況
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
勇
気

や
努
力
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慢
心
や
怠
惰
に
対
し
て
は
機
を
失
せ
ず
厳
し
い
指
導

を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
教
官
自
ら
も
克
服
し
て
来
た
経
験
に
基
づ
く
思
い
と
、
後
継
者

で
あ
る
学
生
が
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
仏
心
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
た
と
え
そ
の

時
、
学
生
に
は
解
ら
な
く
と
も
、
将
来
い
つ
の
日
か
気
付
い
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
敢
え
て
鬼

に
な
る
の
で
す
。
教
え
る
者
と
学
ぶ
者
が
一
体
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
で
も
活
躍
し
た
「
世
界

に
誇
る
日
本
の
陸
曹
」
を
創
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
旧
年
と
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
及
び
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
三
月
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
一
一
○
教
育
大
隊
長
に
上
番
し
、
「
積
極
真
摯

」
を
要
望
事
項
と
し
て
隊
員
と
共
に
教
育
・
訓
練
等
に
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。

第
一
一
○
教
育
大
隊
は
、
一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
課
程
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
、
予
備
自
衛
官

補
及
び
予
備
自
衛
官
の
教
育
訓
練
を
担
任
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
新
た
に
中
級
陸
曹

集
合
教
育
を
担
任
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
益
々
基
本
教
育
の
重
要
性
が
増
す
な
か
、
今
後
と
も

大
隊
の
使
命
で
あ
る
、
い
か
な
る
厳
し
い
任
務
に
も
対
応
す
る
「
戦
士
」
の
育
成
に
精
進
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
何
卒
、
昨
年
同
様
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
様
希
望
に
満
ち
た
清
清
し
い
日
々

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
大
隊
も
私
以
下
全
員
が
教
育
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

い
つ
ま
で
も
瑞
々
し
い
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊

は
、
こ
れ
か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
を
担
う
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
（
前
期
）
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
、

予
備
自
衛
官
（
補
）
召
集
訓
練
と
自
衛
隊
車
両
の
操
縦
手
を
育
成
す
る
大
型
車
両
操
縦
課
程
の
教

育
訓
練
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
三
曹
か
ら
二
曹
に
昇
任
し
た
隊
員

を
対
象
と
し
た
中
級
陸
曹
集
合
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
大
隊
は
、
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も

心
折
れ
る
事
無
く
、
常
に
希
望
を
持
ち
、
知
恵
を
出
し
、
そ
し
て
助
け
合
っ
て
任
務
を
完
遂
す
る
、

そ
の
よ
う
な
「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
隊
員
と
な
る
礎
を
築
く
事
が
出
来
る
様
に
、
「
明
る

く
・
元
気
に
・
前
向
き
に
」
を
合
言
葉
に
教
育
訓
練
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
何
卒
、
本
年

も
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

連
隊
は
こ
れ
ま
で
に
、
八
回
の
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
、
三
回
の
連
隊
野
営
を
行
い
、
部

隊
練
度
を
累
積
す
る
と
と
も
に
、
各
種
競
技
会
で
の
勝
利
を
目
標
に
練
成
し
、
隊
員
個
々
の
戦
技

能
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
本
年
一
月
に
行
わ
れ
る
旅
団
対
抗
指
揮
所
演
習
へ

の
参
加
に
向
け
て
、
「
勝
つ
！
」
を
合
言
葉
に
指
揮
所
訓
練
を
行
い
、
隊
員
一
同
、
知
命
致
策
・

準
備
万
端
で
戦
い
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

連
隊
は
、
引
き
続
き
中
部
方
面
混
成
団
唯
一
の
普
通
科
連
隊
と
し
て
、
「
常
備
自
衛
官
」
と

「
即
応
予
備
自
衛
官
」
が
共
に
練
磨
し
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で
き
、
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
「
粘
り
強
い
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
」
の
練
成
に
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
益
々
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日
、
中
部
方
面

混
成
団
長
兼
ね
て
大
津
駐
屯
地
司
令
に
武
政

一
佐
が
着
任
し
、
同
日
に
着
任
行
事
が
挙
行

さ
れ
た
。

団
長
は
、
着
任
式
で
統
率
方
針
『
任
務
の

完
遂
』
を
具
現
化
す
る
た
め
に
『
視
点
は
高

く
、
目
線
は
低
く
』
と
『
地
域
と
と
も
に
』

の
二
点
を
要
望
し
た
。

着
任
後
、
団
長
は
、
各
隷
下
部
隊
を
初
度

視
察
し
、
部
隊
の
現
況
を
把
握
す
る
と
共
に

統
率
方
針
及
び
要
望
事
項
の
徹
底
を
各
隊
員

に
図
っ
た
。

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

武
政

賢
一
（
た
け
ま
さ

け
ん
い
ち
）

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
四
年
六
月
十
八
日

●
出
身
地

大
阪
府

●
主
要
勤
務
歴

第
五
戦
車
大
隊
（
鹿
追
）

第
十
三
戦
車
大
隊
中
隊
長
（
日
本
原
）

富
士
学
校
（
富
士
）

陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
（
檜
町
）

中
部
方
面
総
監
部
人
事
部
（
伊
丹
）

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
教
官
（
目
黒
）

東
京
地
方
連
絡
部
募
集
課
長
（
市
ヶ
谷
）

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
部
（
市
ヶ
谷
）

第
七
十
二
戦
車
連
隊
長
（
北
恵
庭
）

岡
山
地
方
協
力
本
部
長
（
岡
山
）

第
一
師
団
司
令
部
幕
僚
長
（
練
馬
）

情
報
本
部
計
画
部
長
（
市
ヶ
谷
）

第
四
代
中
部
方
面
混
成
団
長

武
政
一
佐
着
任

前
団
長

古
河
一
佐

勇
退

前
団
長
の
古
河
克
樹
一
佐
は
、
平
成
二
十

四
年
十
二
月
四
日
付
け
で
、
陸
将
補
に
特
別

昇
任
し
、
三
十
四
年
の
長
い
自
衛
隊
生
活
に

別
れ
を
告
げ
ら
れ
た
。

古
河
前
団
長
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に

着
任
以
来
「
明
る
く
前
向
き
に
」
「
基
本
・

基
礎
」
の
二
つ
を
要
望
さ
れ
、
自
ら
実
践
さ

れ
た
。

十
二
月
三
日
に
は
離
任
式
が
整
斉
と
挙
行

さ
れ
、
離
任
式
後
の
見
送
り
行
事
で
は
、
駐

屯
地
全
隊
員
の
盛
大
な
拍
手
で
見
送
ら
れ
、

二
年
間
勤
務
さ
れ
た
大
津
駐
屯
地
を
後
に
さ

れ
た
。

駐屯地全隊員の盛大な見送り 勇退された古河前団長

初登庁

●
団
長
統
率
方
針

「
任
務
の
完
遂
」

●
団
長
要
望
事
項

「
視
点
は
高
く
、
目
線
は
低
く
」

「
地
域
と
と
も
に
」

●
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

「
活
力
あ
る
駐
屯
地
」

隊内巡視 着任式



か け は し

◆
常
備
自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官

一
体
と
な
っ
て
任
務
を
達
成

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

有
浦
隆

一
佐
）
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場

に
お
い
て
第
一
中
隊
及
び
情
報
・
通
信
小
隊
の

練
度
判
定
を
実
施
し
た
。

本
練
度
判
定
は
、
行
進
に
引
き
続
く
防
御
行

動
の
中
で
、
特
に
戦
闘
射
撃
を
主
体
と
し
て
練

度
判
定
を
行
っ
た
。
各
部
隊
は
、
疲
労
困
憊
の

中
、
情
報
小
隊
か
ら
の
敵
情
を
通
信
小
隊
が
迅

速
に
通
報
し
、
第
一
中
隊
の
近
接
戦
闘
に
よ
り

所
望
の
任
務
を
達
成
し
た
。
訓
練
後
の
Ａ
Ａ
Ｒ

に
お
い
て
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
か
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
位
・
役
割
に
応
じ
て
積
極
的
に
意

見
が
出
て
お
り
、
所
望
の
成
果
を
得
る
こ
と
が

出
来
た
。
ま
た
、
第
三
中
隊
は
、
市
街
地
訓
練

場
で
建
物
に
お
い
て
の
彼
我
の
識
別
を
主
眼
に

お
い
て
訓
練
を
実
施
し
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第１５号 平成２５年１月１日発行（４）

「
ハ
ッ
ハ
ッ
」
「
ザ
ッ
ザ
ッ
」
「
ド
ン

ズ

ズ

ド
サ
ッ
」
・
・
・

秋
晴
れ
の
朝
、
大
津
駐
屯
地
か
ら
異
様
な
、

そ
し
て
様
々
な
音
が
聞
こ
え
る
。
目
を
向
け
る

と
そ
こ
に
は
、
汗
に
ま
み
れ
、
泥
に
ま
み
れ
な

が
ら
、
ひ
た
す
ら
目
の
前
の
障
害
を
克
服
し
つ

つ
前
進
す
る
隊
員
達
が
い
た
。

第
四
陸
曹
教
育
隊(

隊
長

鈴
木
精
治
一
佐)

は
平
成
二
十
四
年
十
一
月
六
日
、
大
津
駐
屯
地

野
外
走
路
に
お
い
て
、
第
一
二
二
期
一
次
陸
曹

候
補
生
課
程
（
中
隊
長

羽
鳥
利
夫
三
佐
）
の

陸
曹
候
補
生
六
十
五
名
に
対
し
、
障
害
走
記
録

会
を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
、
陸
曹
と
し
て
必
要
な
体
力
・
気

力
を
練
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
教
育
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
十
八
種
類
に

も
及
ぶ
障
害
に
向
か
い
、
己
の
精
神
と
肉
体
に

挑
ん
だ
。
自
分
に
と
っ
て
の
本
当
の
障
害
は
、

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
障
害
で
は
な
く
自
分

の
心
の
中
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
生
に
近
道

は
な
い
こ
と
を
隊
員
達
は
汗
と
涙
の
中
で
理
解

し
て
い
た
。

◆
不
撓
不
屈
の
若
者
達

各種障害を克服

囲壁を越える陸曹候補生

斥候活動（情報小隊）市街地訓練（第３中隊）

敵情（兜塚）の解明を命じる即応予備自
衛官の小南２尉（第１中隊）

低鉄条網でほふく前進



か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

（５）第１５号 平成２５年１月１日発行

団体の部で第３１７共通教育中隊が２連覇

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

猪
股
倫
夫

二
佐
）
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
五
日
か
ら

十
一
月
七
日
ま
で
の
間
、
大
津
駐
屯
地
が
実
施

す
る
駐
屯
地
近
隣
の
大
津
市
立
唐
崎
中
学
校
二

年
生
九
名
の
職
場
体
験
学
習
を
支
援
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
基
本
教
練
、
体

力
測
定
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
野
外
衛
生
、
人
命

救
助
シ
ス
テ
ム
操
作
等
の
各
種
訓
練
体
験
に
驚

き
と
興
味
を
持
っ
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
特
に
、
野
外
訓
練
時
に
実
施
し
た
飯
ご

う
炊
さ
ん
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し
、

力
を
合
わ
せ
て
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
出

来
栄
え
に
満
足
な
表
情
を
見
せ
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
に
よ
り
、
参
加
し
た
中

学
生
に
自
衛
隊
の
訓
練
の
一
端
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を
醸
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

◆
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
に
寄
与

人命救助システム器材の展示説明

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

玉
木
章
二

二
佐
）
は
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
四
日
、
高

屋
基
本
射
場
に
お
い
て
大
隊
射
撃
競
技
会
を
実

施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
団
体
の
部
及
び
個
人
の
部
に

区
分
し
、
職
種
共
通
の
表
芸
と
し
て
練
度
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
の
指
導

能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
上
級

検
定
要
領
に
よ
り
実
施
し
た
。

各
中
隊
等
は
本
競
技
会
に
お
け
る
大
隊
長
の

要
望
事
項
で
あ
る
「
射
場
規
律
の
厳
守
」
を
具

現
す
べ
く
、
中
隊
長
等
を
核
心
と
し
て
整
斉
と

射
撃
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
練
成
の

成
果
を
競
い
合
っ
た
結
果
、
団
体
の
部
で
は
第

三
一
七
共
通
教
育
中
隊
が
昨
年
に
引
続
き
見
事

二
連
覇
を
達
成
し
、
個
人
の
部
で
も
昨
年
に
引

続
き
第
三
三
二
共
通
教
育
中
隊
牛
熊
三
曹
が
第

一
位
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

◆
大
隊
射
撃
競
技
会

敬礼動作の確認

日頃の練成の成果を競い合う

玉木大隊長から優勝旗を受ける選手

飯盒炊さんに興味を寄せる中学生



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
第
一
〇
九

教
育
大
隊
に
来
て
早
十
数
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

一
時
期
、
家
内
が
病
に
付
し
て
家
庭
的
に

苦
し
い
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
体
調
も

良
く
な
り
つ
つ
、
三
人
の
子
供
達
も
元
気
に

成
長
し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
新
年
を
迎
え
、
職
務
に
対
す
る
熱
意
を

よ
り
一
層
掻
き
立
て
、
部
隊
の
た
め
、
大
津

自
動
車
教
習
所
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
上
級
陸
曹
と
し
て
地

位
や
役
割
を
し
っ
か
り
と
分
析
し
、
教
習
所

職
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
安
全
運
転
者

の
育
成
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
津
自
動
車
教
習
所
に
支
援
し
て
下
さ
る

各
部
隊
の
皆
様
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第１５号 か け は し 平成２５年１月１日発行（６）

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
四
陸
曹
教
育
隊

上
級
陸
曹
教
育
中
隊

一
等
陸
曹

東

潤
一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
っ
と
言
う
間
に
三
度
目
の
年
男
を
迎
え

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
昨
年
の
訓
練

面
の
方
で
は
、
中
隊
対
抗
持
続
走
競
技
会

「
九
連
覇
・
優
勝
」
、
中
隊
対
抗
射
撃
競
技

会
「
優
勝
」
、
八
七
Ａ
Ｔ
Ｍ
競
技
会
「
優

勝
」
と
飛
躍
の
年
と
な
り
、
大
変
充
実
し
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
生
活
に
つ
い
て
は
、
妻
・
息
子

共
に
健
康
で
無
事
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

訓
練
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
念
願
の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
計
画
が

進
み
、
公
私
共
に
上
手
く
行
き
過
ぎ
る
と
思

う
ぐ
ら
い
充
実
し
た
年
で
し
た
。

年
男
と
言
う
こ
と
で
、
昨
年
よ
り
も
充
実

す
る
こ
と
は
勿
論
、
自
分
の
将
来
、
家
族
の

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、
父
親
・
夫

・
自
衛
官
と
し
て
の
基
盤
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
、
心
も
体
も
充

実
し
て
い
け
る
こ
と
を
望
み
つ
つ
年
男
の
抱

負
と
し
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
二
中
隊

二
等
陸
曹

住
岡

英
俊

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
隊
以
来
二
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
こ
れ
ま
で

勤
務
し
て
き
た
上
司
の
ご
指
導
、
同
僚
の
暖

か
い
励
ま
し
、
い
つ
の
日
も
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

節
目
で
あ
る
人
生
の
中
の
結
節
を
迎
え
る

わ
け
で
す
が
、
あ
ま
り
肩
肘
張
ら
ず
自
分
の

出
来
る
仕
事
を
一
生
懸
命
や
り
、
少
し
で
も

中
隊
・
大
隊
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
、
自

分
の
役
割
を
こ
な
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
健
康
が
一
番
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
の
体
力
練

成
・
健
康
管
理
を
適
切
に
実
施
し
、
真
に
役

に
立
つ
自
衛
官
と
し
日
々
鍛
錬
を
怠
ら
ず
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

家
庭
に
お
い
て
は
、
親
父
の
威
厳
を
保
ち
つ

つ
家
族
と
の
絆
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
年
男
の
抱
負
と
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
節
目
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

生
か
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

三
等
陸
曹

山
本

浩
史

私
が
生
ま
れ
て
四
回
目
の
巳
年
が
来
た
！

今
年
で
三
十
六
歳
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て

十
八
年
が
経
ち
、
自
衛
官
生
活
が
高
校
ま
で

の
期
間
と
同
じ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
。
そ

の
間
、
自
衛
官
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
経
験
も
し
た
。

平
成
二
十
四
年
三
月
に
入
隊
以
来
初
の
転

属
で
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
上
級
陸
曹
教
育
中

隊
で
助
教
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、
入
校

学
生
と
共
に
学
び
日
々
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

抱
負
と
し
て
は
、
今
勤
務
し
て
い
る
第
四

陸
曹
教
育
隊
で
、
し
っ
か
り
「
自
分
」
に
磨

き
を
か
け
、
後
輩
隊
員
に
対
し
て
熱
い
指
導

が
で
き
る
よ
う
知
識
と
し
っ
か
り
し
た
考
え

方
を
身
に
つ
け
、
上
級
陸
曹
（
助
教
）
と
し

て
の
資
質
を
涵
養
し
、
感
化
力
を
も
っ
て
学

生
指
導
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
年
男
新
年
の
抱
負
」

第
一
〇
九
教
育
大
隊

自
動
車
教
習
所

一
等
陸
曹

川
越

栄
一


